
 

 

 

 

 

 

 

◆開催概要◆ 
令和７年７月３日（木）に、北見市を流れる常呂

川支流の隈川
くまがわ

において、北見市立常呂小学校４年生

２５名を対象に「川の環境学習会」を開催しました。 

学習会では、川で遊ぶ際の危険回避方法を学ぶ

「川の安全講習会」、川に生息している水生生物か

ら水質を判定する「水生生物調査」、川の魚を観察・

採捕する「魚類調査」を実施しました。 

◆実施内容◆ 
開催前日に降雨があり当日の天候が心配されま

したが、雨雲もなく気温も２５℃程度の中無事に開

催されました。 

「川の安全講習会」で

は、川に近づく時の注意点

や川の危ない場所につい

て学び、“１人では川に行

かない”“川に流された

人がいたら助けを呼ぶ”

ことを学びました。 

ライフジャケットを正

しく着用した後は、川に近

づきいよいよ調査です。児

童たちは川底の石を拾い、

ピンセットで生物を種類

ごと取り分け、それぞれの

生物数をカウントしまし

た。その結果、ヒラタカゲ

ロウ、ウズムシなどの“き

れいな水にすむ水生生物”のほか、チラカゲロウ、

コカゲロウ、シマトビケラ、ヒルなどが見られ、こ

の調査地点の水質が良好であることがわかりまし

た。 

次は「魚類調査」です。まずは、事前にスタッフ

が捕ったウグイ・ヤマメ・フクドジョウ・モクズガ

ニなどをタライで観察しました。その後、児童たち

が実際にタモ網を持って

川に入り、魚捕りに挑戦。

自由にタモ網をもって魚

を狙ったり、みんなでタモ

網を並べて上流から魚を

追い立てたりしました。 

児童たちにとって貴重

な体験ができた学習会と

なりました。 

 

～知って得する川の安全情報 ライフジャケット～ 

川の水の中では、人間の体は数％程度しか水面か

ら出ません。助けを呼ぶために手を上げると、その

数％を手が費やしてしまうため、頭が水面下に沈み、

呼吸ができなくなってし

まいます。ライフジャケッ

トを正しく着用すれば、頭

が水面から出るため呼吸

ができ、さらに手が自由に

なるため助けを呼ぶこと

ができるようになります。 

川に近づく際には、大

人・子どもを問わず必ずラ

イフジャケットを着用し

ましょう。 
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開催場所：常呂川支流 隈川 

常呂小学校から約20km離れています 

常呂小学校 

開催場所 

拡大図 

オホーツク海 サロマ湖 

川での注意点を学びました 

川の石には 

どんな水生生物がいるかな? 

ウグイやヤマメなどが 

隈川にいるんだね 

魚はいるかな? 

タモ網で魚捕りに挑戦! 

みんなでタモ網を並べて 

魚を待ち構えます 

網走開発建設部 出前講座 

スマートフォンは 
こちらから 

出典 / 河川財団「水辺の安全ハンドブック」 

Illustration / 山下 航 



 

 

 

 

 

 

 

◆開催概要◆ 
令和７年７月４日（金）と７月７日（月）に、北

見市立北光小学校４年生３クラス８２名を対象に

「川の環境学習会」を開催しました。７月４日は常

呂川支流無加川の無加川橋下流で、７月７日は北光

小学校の普通教室で行いました。 

学習会では、川で遊ぶ際の危険回避方法を学ぶ

「川の安全講習会」、川に生息している水生生物か

ら水質を判定する「水生生物調査」、そして川の魚を

観察・採捕する「魚類調査」を実施しました。 

◆７月４日の実施内容◆ 
当日は午後から降雨予報が出ていたため、午前中

に２クラスの学習会を実施し、午後実施予定の１ク

ラスは７月７日に延期することにしました。 

「川の安全講習会」では、川に近づく時の注意点

や川の危険な場所について学び、“１人では川に行

かない”“川に流された人を見つけたら助けを呼

ぶ”ことを学びました。 

ライフジャケットを正しく着用した後は、実際に

川に入り「水生生物調査」と「魚類調査」を行いま

した。児童たちは川底の石を拾い、ピンセットで水

生生物を種類ごと取り分け、それぞれの生物数をカ

ウントしました。その結果、

ヒラタカゲロウなど“きれ

いな水にすむ水生生物”の

ほか、シマトビケラやヒゲ

ナガカワトビケラなども見

つかり、この調査地点の水

質が良好であることがわか

りました。続いて魚類調査

では、事前にスタッフが捕

まえた魚をタライで観察

し、実際に触ってみました。

その後、児童たちが川に入

り魚捕りに挑戦。タモ網を

もって魚を狙ったり、みん

なでタモ網を並べて上流か

ら魚を追い立てたりしまし

た。 

◆７月７日の実施内容◆ 
当日は北見地方に熱中症警戒アラートが発表さ

れたため、川辺での学習会を断念し、北光小学校の

普通教室で学習会を実施しました。 

「川の安全講習会」で川

に入る際の注意事項を学ん

だ後は、２グループに分か

れて「水生生物調査」と「魚

類調査」を交互に実施しま

した。「水生生物調査」では、

無加川から採取した石につ

いたシマトビケラやヒゲナ

ガカワトビケラなどを、タ

ライの中で探して観察しま

した。「魚類調査」では、水

槽内のエゾウグイ・ヤマメ・

フクドジョウなどをフィッ

シュネットや観察ケースに

移して、普段は見られない

角度から魚の姿を観察しま

した。 

天候に左右された学習会でしたが、児童たちにと

って貴重な体験となりました。  
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川に流されたらどうする!? 

対処のしかたを学びました 
石についている水生生物を 

種類ごとに分けます 

タライの中にいる魚を 

実際に触ってみました 

みんなでタモ網を並べて 

魚を待ち構えます 

タライに入れた石についた 

水生生物を探しました 

水槽の中で泳ぐ無加川の 

魚に興味津々 

網走開発建設部 出前講座 

スマートフォンは 
こちらから 

北光小学校 

開催場所 

流れの向き 

開催場所:無加川橋下流(7/4)、北光小学校普通教室(7/7) 



 

 

 

 

 

 

 

◆開催概要◆ 
令和７年７月９日（水）に、北見市を流れる常呂川

の見晴大橋下流において、北見市立南小学校４年生

３クラス９９名を対象に「川の環境学習会」を開催

しました。 

学習会では、川で遊ぶ際の危険回避方法を学ぶ

「川の安全講習会」、川に生息している水生生物か

ら水質を判定する「水生生物調査」、川の魚を観察・

採捕する「魚類調査」を実施しました。 

◆実施内容◆ 
「川の安全講習会」では、川に近づく時の注意点や

川の危ない場所について学習。“１人では川に行か

ない”“川に流された人がいたら助けを呼ぶ”と

いったことを学びました。 

ライフジャケットを正しく着用した後は、「水生

生物調査」です。児童たちは川底の石を手に取り、

石にくっついている生物を観察しました。また、バ

ットにあげた石からピンセットで生物を種類ごと

取り分け、それぞれの生物数をカウントしました。

その結果、ヒラタカゲロウやヤマトビケラなど“き

れいな水にすむ水生生物”のほか、タニガワカゲロ

ウなどが多く見られ、この調査地点の水質が良好で

あることがわかりました。 

次は「魚類調査」です。まずは、事前にスタッフ

が捕ったウグイ・ヤマメ・フクドジョウ・モクズガ

ニなどをタライで観察しました。その後、児童たち

が実際にタモ網を持って川に入り、魚とりに挑戦。

自由にタモ網をもって魚を狙うと、フクドジョウや

ウグイの稚魚を捕ることができました。また、みん

なでタモ網を並べて上流から魚を追い立てると、小

さなフクドジョウが捕れました。 

児童たちにとって貴重な体験ができた学習会と

なりました。 

～知って得する川の安全情報 ライフジャケット～ 
川の水の中では、人間の体は数％程度

しか水面から出ません。助けを呼ぶた

めに手を上げると、その数％を手が費

やしてしまうため、頭が水面下に沈

み、呼吸ができなくなってしまいま

す。ライフジャケットを正しく着用す

れば、頭が水面から出るため呼吸がで

き、さらに手が自由になるため助けを

呼ぶことができるようになります。 

川に近づく際には、大人・子どもを

問わず必ずライフジャケットを着用

しましょう。 
 

出前講座 
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川に流されたらどうする!? 

対処のしかたを学びました 

川の石には 

どんな水生生物がいるかな? 

水生生物で水のきれいさを 

確認します 

ウグイやフクドジョウなどが 

常呂川にいるんだね 

魚はとれたかな？ 
タモ網を並べて 

上流から魚を追い立てます 

 

開催場所：常呂川 見晴大橋下流 

香りゃんせ公園付近 

南小学校 

開催場所 

流
れ
の
向
き 

網走開発建設部 出前講座 

スマートフォンは 
こちらから 

ライフジャケットは 

「川のシートベルト」です 

 



 

 

 

 

 

 

 

◆開催概要◆ 
令和７年７月１１日（金）に、網走市立西小学校３・

４年生３７名を対象に「水辺の学習会」を開催しま

した。 

網走川右岸遊歩道の清掃活動後、西小学校児童玄

関横で「川に関する講話」を行い、その後、事前に

網走川で採捕
さ い ほ

した生物を用いて「魚類と水生生物の

観察」を実施しました。 

◆実施内容◆ 
当日は天候に恵まれ、気温が２０℃程度と過ごしや

すい環境での学習会となりました。 

清掃活動では、お菓子の包装やたばこの吸い殻な

ど、様々なごみをみんなで拾いました。 

「川に関する講話」では、

川に近づく時の注意点や川

の危ない場所について学

習。“１人では川に行かな

い”“川に流された人がい

たら助けを呼ぶ”といった

ことを学びました。 

講話の後は各学年に分か

れ「魚類と水生生物の観察」

を実施しました。 

「魚類の観察」では、水槽

に入ったヌマガレイやメバ

ルの稚魚のほかヌマチチブ

などの魚を観察し、網走川

にはどのような魚が生息し

ているかを学びました。 

「水生生物の観察」では、

タライに入ったモクズガ

ニ・ヤマトシジミ・スジエ

ビ・ゴカイなどの生物を観

察しました。児童たちはタ

ライの中を縦横無尽に動く

モクズガニに興味津々。タ

ライからモクズガニが逃げ

出し、皆で必死に捕まえる

場面もありました。 

川にすむ生物を調べるこ

とで水のきれいさがわかり

ます。今回の学習会で生物

を採捕した箇所は汽水域

（海水と淡水の中間にあた

る水域）にすむ生物が多く、

ヤマトシジミなど“ややき

れいな水にすむ水生生物”や、イソコツブムシなど

“きたない水にすむ水生生物”が多く見られました。 

児童たちにとって普段見ることのできない“動く

魚類と水生生物”を観察する、貴重な体験ができた

学習会となりました。 

～網走川の“水産動物の採捕禁止期間”～ 
網走川河口から網走湖湖口までの区域は、４月２０日から６

月３０日まで及び１０月１日から１２月３１日までの期間、

“たも網”“さで網”を使って水中にすむ生物を採捕すること

が禁止されています（北海道漁業調整規則第４０条第５項）。 

学習会で展示したワカサギ・モクズガニ・ヤマトシジミ・

イソコツブムシなどの生物は、この期間には採捕することが

できません。ルールを守って川に親しみましょう。
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川で楽しく安全に遊ぶための 

注意点を学びました 

網走川にはどのような 

魚がすんでいるのかな? 

モクズガニに興味津々 

網走川にはどのような 

水生生物がいたかな？ 

魚類・水生生物採捕箇所：網走川 

オホーツク・文化交流センター付近 

西小学校 

魚類・水生生物 

採捕箇所 

オホーツク海 

オホーツク海 

網走湖 

採捕禁止区域 

採捕禁止期間 

４月２０日～６月３０日 

１０月１日～１２月３１日 

 

スマートフォンは 
こちらから 

網走開発建設部 出前講座 



 

 

 

 

 

 

 

◆開催概要◆ 
令和７年８月２６日（火）に網走市を流れる網走

川の下流部で、網走市立潮見小学校４年生７８名を

対象に「川の環境学習会」を開催しました。 

学習会では、川で遊ぶ際の危険回避方法を学ぶ

「川の安全講習会」、川に生息している水生生物か

ら水質を判定する「水生生物調査」、川の魚を観察・

採捕する「魚類調査」を実施しました。 

◆実施内容◆ 
「川の安全講習会」では、川に近づく時の注意点や

川の危ない場所について学習。“１人では川に行か

ない”“川に流された人がいたら助けを呼ぶ”と

いったことや、”実際に川に近づく際にはライフジ

ャケットを着用すること“を学びました。 

ライフジャケットを正しく着用したあとは、３班

に分かれて「水生生物調査」と「魚類調査」を行い

ました。 

水生生物調査では、事前に採捕した生き物を観察

しながら、水のきれいさとの関係を学びました。今

回の調査場所は汽水域（海水と淡水が混ざる水域）

で、ヤマトシジミなど“ややきれいな水にすむ生物”

のほか、イソコツブムシなど“きたない水にすむ生

物”も見られました。水生生物の種類によって水質

がわかることに驚いた児童もいました。 

魚類調査では、タライに入ったメバル・ワカサギ・

ウグイ・ヌマガレイ・ヌマチチブなどの魚類や、ス

ジエビなどの甲殻類をじっくり観察。網走川にはど

んな生き物がすんでいるのかを学びました。 

その後、児童たちが実際にタモ網を持って川に入

り、魚とりに挑戦。自由にタモ網をもって魚を狙う

と、スジエビなどをとることができました。 

児童たちにとって貴重な体験ができた学習会と

なりました。 

～網走川の“水産動物の採捕禁止期間”～ 
網走川河口から網走湖湖口までの区域は、４月２０日から６

月３０日まで及び１０月１日から１２月３１日までの期間、

“たも網”“さで網”を使って水中にすむ生物を採捕すること

が禁止されています（北海道漁業調整規則第４０条第５項）。 

学習会で展示したヤマトシジミ・イソコツブムシ・ヌマチ

チブ・ヌマガレイなどの生物は、この期間には採捕すること

ができません。ルールを守って川に親しみましょう。 
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開催場所：網走川左岸 オホーツク文化交流センター前 

網
走
川 

潮見小学校 

オホーツク文化 
交流センター 
（エコーセンター） 

オホーツク海 

川に流されたらどうする!? 

対処のしかたを学びました 

水生生物で水のきれいさを 

確認します 

タライの魚たちに夢中! タモ網で魚とりに挑戦! 

オホーツク海 

網走湖 

採捕禁止区域 

採捕禁止期間 

４月２０日～６月３０日 

１０月１日～１２月３１日 

 

網走開発建設部 出前講座 

スマートフォンは 
こちらから 



 

 

 

 

 

 

 

◆開催概要◆ 
令和７年９月２日（火）に、北見市立小泉小学校理

科室において、小泉小学校４年生２クラス７０名を

対象に「川の環境学習会」を開催しました。 

学習会では、川で遊ぶ際の危険回避方法を学ぶ

「川の安全講習会」、川に生息している水生生物か

ら水質を判定する「水生生物調査」、川の魚を観察・

採捕する「魚類調査」を実施しました。 

◆実施内容◆ 
「川の安全講習会」では、川に近づく時の注意点や

川の危ない場所について学習。“１人では川に行か

ない”“川に流された人がいたら助けを呼ぶ”と

いったことや、”実際に川に近づく際にはライフジ

ャケットを着用すること“を学びました。 

スタッフが事前に簡易測定した水質を説明した

後、川の生物を調べることでも水のきれいさがわか

ることを伝え、クラスを２グループに分けて「水生

生物調査」と「魚類調査」を交互に実施しました。 

「水生生物調査」では、タライに入れた常呂川の

水や石にすむ生物を観察しました。今回採捕した生

物はシマトビケラの仲間が多くみられたほか、ヘビ

トンボなどの“きれいな水にすむ水生生物”からシ

マイシビルなどの“きたない水にすむ水生生物”ま

で、様々な種類が確認されました。その結果、採捕

箇所の水質が良好であることがわかりました。 

「魚類調査」では、水槽中のエゾウグイ・ヤマメ・

フクドジョウ・シマウキゴリなどを観察し、常呂川

にはどのような魚が生息しているのかを学びまし

た。また、観察ケースにとった魚では普段は見られ

ない様々な方向からの魚の姿が観察できました。 

児童たちにとって貴重な体験ができた学習会と

なりました。 

～知って得する川の安全情報 水深の見え方～ 
川で遊ぶ際に、水深が浅いと思ったところが意外と深いこと

があります。これは光の屈折による目の錯覚で、水の入った

カップの底が実際より浅く見える現象と同じ原理です。 

こうした予期せぬ深みでパ

ニックに陥ると、大変危険で

あり、命に関わる重大な事故

につながりかねません。見た

目の水深は決して当てになら

ないことを意識し、川遊びで

は膝下までの水深を目安に行

動しましょう。また、万が一

深みにはまってもおぼれない

ように、必ずライフジャケッ

トを着用しましょう。  

出前講座 
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魚類・水生生物採捕箇所：常呂川 香りゃんせ公園付近 

小泉小学校 

魚類・水生生物 
採捕箇所 

川に流されたらどうする!? 

対処のしかたを学びました 
常呂川の水質はどうかな? 

生き物がたくさんいる! 

タライの水生生物を観察 

見つけた水生生物の種類で 

常呂川のきれいさをチェック 

水槽を泳ぐ常呂川の魚に 

興味津々 

魚を観察ケースに入れて 

間近で観察しました 

網走開発建設部 出前講座 

スマートフォンは 
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左:空のカップ 

右:水が 3cm入ったカップ 

水があるとカップが浅く見える 



 

 

 

 

 

 

 

◆開催概要◆ 
令和７年９月５日（金）に、北見市を流れる常呂

川支流無加川の豊大橋下流において、北見市立三輪

小学校５年生３クラス８４名を対象に「川の環境学

習会」を開催しました。 

学習会では、川で遊ぶ際の危険回避方法を学ぶ

「川の安全講習会」、川に生息している水生生物か

ら水質を判定する「水生生物調査」、川の魚を観察・

採捕する「魚類調査」を実施しました。 

◆実施内容◆ 
「川の安全講習会」では、川に近づく時の注意点

や川の危ない場所について学習。“１人では川に行

かない”“川に流された人がいたら助けを呼ぶ”

といったことを学びました。 

ライフジャケットを正しく着用した後は、「水生

生物調査」と「魚類調査」です。３班に分かれ、事

前に採捕した水生生物や魚類を観察しました。川に

すむ生物を調べることで水のきれいさがわかりま

す。豊大橋下流ではシマイシビルやミズムシといっ

た“きたない水にすむ水生生物”のほか、シマトビ

ケラやヒゲナガカワトビケラなどが見られました。

また、タライに入ったウグイ・ヤマメ・フクドジョ

ウなどを観察し、無加川に生息する魚について学び

ました。 

最後は、児童たちが実際にタモ網を持って川に入

り、魚とりに挑戦。自由にタモ網をもって魚を狙う

と、トミヨやウグイの稚魚だけでなく、モノアラガ

イ・ヤゴ(トンボの幼虫)・マツモムシなど魚以外の

生物もたくさん捕れました。ヤツメウナギの稚魚を

捕る児童もいました。 

児童たちにとって貴重な体験ができた学習会と

なりました。 

～知って得する川の安全情報 天気～ 
川に出かける前には、必ず天気予報をチェックしましょう。

その際は、目的地だけでなく、川の上流の天気も忘れずにチ

ェックを。その場所が晴れていても、上流で大雨が降れば、

急に水かさが増すことがあります。水が濁ってきたり、枝や

落ち葉が流れてきたりしたら、すぐに川から離れましょう。 

川にいるときに天気が急変することもあります。今いる場

所や上流側の空が暗くなってきたとき、雷の音が聞こえてき

たとき、急に冷たい風が吹い

てきたときは、天気急変のサ

インです。川の増水だけでな

く、雷やひょうなどの危険か

らも身を守る必要がありま

す。速やかに川から離れ、安

全な屋内に避難しましょう。 
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開催場所：無加川 豊大橋下流 

開催場所 

三輪小学校 

川に流されたらどうする!? 

対処のしかたを学びました 

川の石には 

どんな水生生物がいるかな? 

水生生物で水のきれいさを 

確認します 
タライの魚たちを観察 

タモ網で魚とりに挑戦! タモ網を並べて 

上流から魚を追い立てます 

網走開発建設部 出前講座 

スマートフォンは 
こちらから 



 

 

 

 

 

 

 

◆開催概要◆ 
令和７年９月９日（火）に、北見市立東相内小学

校家庭科室において、東相内小３年生 1クラス２４

名を対象に「川の環境学習会」を開催しました。 

学習会では、川で遊ぶ際の危険回避方法を学ぶ

「川の安全講習会」、川に生息している水生生物か

ら水質を判定する「水生生物調査」、川の魚を観察・

採捕する「魚類調査」を実施しました。 

◆実施内容◆ 
「川の安全講習会」では、川に近づく時の注意点

や川の危ない場所について学習。“１人では川に行

かない”“川に流された人がいたら助けを呼ぶ”

といったことや“実際に川に近づく際にはライフ

ジャケットを着用すること“を学びました。 

スタッフが事前に簡易測定した水質を説明した

後、川の生物を調べることでも水のきれいさがわか

ることを伝え、クラスを２グループに分けて「水生

生物調査」と「魚類調査」を交互に実施しました。 

「水生生物調査」では、タライに入れた無加川の

水や石にすむ生物を観察しました。今回採捕した生

物はヒゲナガカワトビケラが多く見られたほか、ヤ

マトビケラやヘビトンボなどの“きれいな水にすむ

水生生物”からシマイシビルなどの“きたない水に

すむ水生生物”まで、様々な種類が確認されました。

その結果、採捕箇所の水質が良好であることがわか

りました。 

「魚類調査」では、水槽中のウグイ・ヤマメ・フ

クドジョウなどを観察し、無加川にはどのような魚

が生息しているのかを学びました。また、観察ケー

スにとった魚では普段は見られない様々な方向か

らの魚の姿が観察できました。 

児童たちにとって貴重な体験ができた学習会と

なりました。 

～知って得する川の安全情報 ライフジャケット～ 
例年夏になると、川などで遊んでいる最中に思いがけ

ず流されてしまい、水難事故に繋がってしまう事例が全

国で発生しています。穏やかに見える河川でも、急に深く

なっていたり、急に流れが変わっていたりすると、大人で

も油断すると流されてしまう危険があります。そんな時、

ライフジャケットを着用していれば、頭を水面に浮かせ

ることで落ち着いて対処できる可能性が高まります。 

またライフジャケットを選ぶ際に

は、国土交通省の安全基準を満たして

いる「桜マーク」や「CS マーク」が付

いているものを選ぶようにすると、よ

り安心して着用できます。
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魚類・水生生物採捕場所：無加川 豊大橋下流 

魚類・水生生物 
採捕箇所 

東相内小学校 

川に流されたらどうする!? 

対処のしかたを学びました 
無加川の水質はどうかな? 

タライの水生生物を観察 
見つけた水生生物の種類で 

常呂川のきれいさをチェック 

水槽を泳ぐ無加川の魚に 

興味津々 
魚を観察ケースに入れて間近

で観察しました 

網走開発建設部 出前講座 

スマートフォンは 
こちらから 

国土交通省桜マークと 

CSマーク 


